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第
３
回
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会

水
道
庁
舎
の
利
活
用
や
新
庁
舎

の
規
模
な
ど
に
つ
い
て
議
論

　

８
月
16
日
㈬
に
第
３
回
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
水
道
庁
舎
の
利
活
用
」や「
新
庁
舎
の
規
模
の
想
定
」な
ど
に

つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

　

本
号
で
は
、そ
の
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

水
道
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
第

２
回
検
討
委
員
会
で
挙
が
っ
た

「
災
害
対
策
本
部
と
の
連
携
が

取
り
や
す
い
こ
と
が
重
要
」「
東

日
本
台
風
の
教
訓
を
踏
ま
え
た

浸
水
対
策
が
必
要
」
な
ど
の
意

見
を
踏
ま
え
、
本
庁
舎
へ
集
約

す
る
か
、
現
在
の
場
所
で
存
続

さ
せ
る
か
、
引
き
続
き
検
討
す

る
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
県
内
25
市
町

の
水
道
事
業
事
務
所
の
場
所
（
本

庁
舎
に
配
置
：
８
市
町
、
単
独
庁
舎
に
配

置
：
17
市
町
）
や
、
近
年
新
庁
舎
整

備
を
行
っ
た
市
町
の
状
況
も
参

考
に
し
な
が
ら
、
本
市
の
水
道

事
業
事
務
所
の
考
え
方
を
、
次

の
と
お
り
再
整
理
し
ま
し
た
。

■
災
害
対
策
本
部
と
の
連
携

　

令
和
元
年
東
日
本
台
風
に
伴

い
設
置
さ
れ
た
災
害
対
策
本
部

で
は
、
上
下
水
道
課
長
は
現
水

道
庁
舎
で
現
場
指
揮
を
と
る
た

め
に
、
災
害
対
策
本
部
に
は
参

加
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。し

か
し
、
災
害
対
策
本
部
と
の
連

携
を
密
に
取
る
た
め
に
は
、
上

下
水
道
課
長
も
災
害
対
策
本
部

に
参
加
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
ま
す
。

　

庁
舎
が
離
れ
て
い
る
と
有
事

の
際
、
対
面
で
の
会
議
参
加
が

難
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
近
年

で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
各

種
会
議
は
対
面
方
式
か
ら
Ｗ
ｅ

ｂ
方
式
に
移
行
し
、
一
般
化
し

て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
災
害
時
に
も

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
を
活
用
し
、
上
下

水
道
課
長
が
現
水
道
庁
舎
で
現

場
指
揮
を
と
り
な
が
ら
災
害
対

策
本
部
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ

り
、
連
携
を
よ
り
密
に
取
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

■
浄
水
場
等
の
水
道
施
設
の
浸

水
対
策

　

庁
舎
整
備
の
完
成
は
早
く
て

令
和
10
年
度
末
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。一
方
、
本
市
の
基
幹
水
道

施
設
で
あ
る
城
東
浄
水
場
は
、

令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
浸
水

被
害
を
受
け
て
断
水
と
な
り
、

市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
ま
し
た
。再
び
こ
の
よ
う

な
事
態
を
招
か
な
い
よ
う
、
早

急
に
浸
水
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
り
、
庁
舎
整
備
の
完
成
を

待
た
ず
優
先
し
て
着
手
す
べ
き

も
の
と
考
え
ま
す
。こ
の
場
合
、

災
害
時
の
現
場
指
揮
を
と
る
場

所
は
現
水
道
庁
舎
と
な
る
た

め
、
現
水
道
庁
舎
に
つ
い
て
も
、

浄
水
場
と
併
せ
て
浸
水
対
策
を

講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
現
水
道
庁
舎

に
は
相
応
の
費
用
を
投
じ
る
こ

と
に
な
り
、
そ
の
費
用
を
無
駄

に
し
な
い
よ
う
、
庁
舎
整
備
後

も
利
活
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

水道庁舎は、浸水対策を含む大
規模改修を行ったうえで、今後
も現在の場所で存続させていく
ことが望ましい。

○現在の水道庁舎を活用して、災害時の対策が遺漏なく行え
るということであれば問題ない。
○浸水対策は待ったなし。高齢者や障がい者などにとって
は、水が止まると生死に関わる問題。しっかりとした対策
をお願いしたい。

委員会で確認した内容委員からの主な意見

・庁舎利活用パターンは、保健
福祉センターを最大限活用し
たパターン④（延床面積概ね 5,700

㎡）が望ましい。
・駐車場面積は、災害対策本部
に参集する職員分の駐車ス
ペースを含め再度シミュレー
ションする。

○災害対策本部に参集する職員分の駐車スペースの確保も
検討してみてはどうか。
○面積が減ることで候補地の選択肢が増え、整備コストも削
減でき、その分新しい都市機能の整備にお金を使うことも
できる。リスク分散の観点からも、保健福祉センターを有
効活用できるパターン④が非常に効率的。
○パターン④が市民の利便性を考えてもうまくいきそうだ
と思う。パターン④を軸に検討を進めていくのが良い。

委員会で確認した内容委員からの主な意見

９月 28 日（木）開催予定の次回の検討委員会では、「候補地の検討」をテーマに検
討を行っていきます。
　庁舎整備検討委員会の会議資料や会議録、庁舎整備ニュースレターのバックナン
バーは、市ホームページで確認できます。また、庁舎整備に関するご意見については、
住所・氏名・連絡先をご記入のうえ、メールで下記あてお送りください。
■問合　総合政策課庁舎整備推進室　
　　　　Ｅメール：sohgohseisaku@city.nasukarasuyama.lg.jp

▲市ホームページ

●＝あり　×＝なし

庁舎利活用
パターン

保健福祉センターの活用方法

南那須地区の
窓口サービス機能 教育委員会の配置

水道庁舎の
利活用

新本庁舎
勤務職員数

来庁舎用等
駐車場面積

パターン①

パターン②

パターン③

パターン④

251人

240人

213人

202人

概ね6,800㎡

概ね6,600㎡

概ね6,000㎡

概ね5,700㎡

概ね4,000㎡

概ね3,900㎡

概ね3,800㎡

概ね3,600㎡

●

●

●

●

×

×

●

●

×

●

×

●

新本庁舎
延床面積

（付加機能加算面積
1,000㎡を含む）

水
道
庁
舎
の
利
活
用

　

第
２
回
検
討
委
員
会
で
示
し

た
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
活
用

方
法
や
水
道
庁
舎
の
利
活
用
に

応
じ
、
下
表
の
と
お
り
４
つ
の

庁
舎
利
活
用
パ
タ
ー
ン
に
分
類

し
ま
し
た
。

　

市
定
員
管
理
計
画
に
基
づ
く

当
面
の
職
員
数
に
特
別
職（
市
長
・

副
市
長
・
教
育
長
）
を
加
え
た
３
６

４
人
を
基
準
に
、
新
本
庁
舎
に

勤
務
す
る
職
員
数
を
想
定
し
た

う
え
、
国
の
算
定
基
準
を
ベ
ー

ス
に
そ
の
他
庁
舎
に
求
め
ら
れ

る
「
防
災
拠
点
機
能
」
や
「
市
民

交
流
機
能
」
な
ど
の
付
加
機
能

と
し
て
必
要
な
加
算
面
積
１
，

０
０
０
㎡
を
加
え
、
新
本
庁
舎

に
必
要
な
延
床
面
積
を
想
定
し

ま
し
た
。ま
た
、
一
般
来
庁
者
や

議
員
、
公
用
車
な
ど
の
駐
車
場

面
積
に
つ
い
て
、
庁
舎
利
活
用

パ
タ
ー
ン
に
応
じ
て
算
定
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
委
員
会
で
、

「
水
道
庁
舎
は
存
続
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
確
認

で
き
た
こ
と
か
ら
、
主
に
パ

タ
ー
ン
②
と
④
に
つ
い
て
検
討

を
行
い
ま
し
た
。

新
庁
舎
の
規
模
の
想
定

再
整
理
し
た
内
容
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能
」
な
ど
の
付
加
機
能

と
し
て
必
要
な
加
算
面
積
１
，

０
０
０
㎡
を
加
え
、
新
本
庁
舎

に
必
要
な
延
床
面
積
を
想
定
し

ま
し
た
。ま
た
、
一
般
来
庁
者
や

議
員
、
公
用
車
な
ど
の
駐
車
場

面
積
に
つ
い
て
、
庁
舎
利
活
用

パ
タ
ー
ン
に
応
じ
て
算
定
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
委
員
会
で
、

「
水
道
庁
舎
は
存
続
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
確
認

で
き
た
こ
と
か
ら
、
主
に
パ

タ
ー
ン
②
と
④
に
つ
い
て
検
討

を
行
い
ま
し
た
。

新
庁
舎
の
規
模
の
想
定

再
整
理
し
た
内
容

7 広報なすからすやま 2023.9
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